
平成２７年１０月１５日

越 谷 市 長  高 橋   努 様

越谷市教育委員会教育長  吉 田   茂 様

            越谷市公の施設に係る指定管理者選定審査会

会 長  中 澤   鐵 

公の施設に係る指定管理者候補者の選定について（答申）

 平成２７年１０月１日付け、越企第３８８号をもって諮問のありました指定

管理者候補者の選定について審査を行い、下記のとおり答申します。

記

１ 越谷市中央市民会館の指定管理者候補者

名 称  公益財団法人 越谷市施設管理公社

所在地  越谷市増林二丁目３３番地

代表者  理事長 武藤 繁雄

２ 花田苑の指定管理者候補者

名 称  公益財団法人 越谷市施設管理公社

所在地  越谷市増林二丁目３３番地

代表者  理事長 武藤 繁雄

３ キャンベルタウン野鳥の森の指定管理者候補者

名 称  公益財団法人 越谷市施設管理公社

所在地  越谷市増林二丁目３３番地

代表者  理事長 武藤 繁雄

○写  



４ 緑の森公園越谷市弓道場の指定管理者候補者

名 称  公益財団法人 越谷市施設管理公社

所在地  越谷市増林二丁目３３番地

代表者  理事長 武藤 繁雄

５ 審査結果は別紙のとおり



別紙

配点の合計

100

【 審査の詳細 】 （数値は委員評価の平均点）

配点
公益財団法人
越谷市施設管理公社
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　個人情報の取扱いについての仕組み、方針
⇒個人情報の取扱いについて、適切な措置が講じられているか

　市との連携確保
⇒事業運営にあたり、市との適切な連携体制が整っているか

　市内業者の活用、地元雇用の促進等
⇒市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に寄与する提案があるか

合　　　　計　　　　　　　　　（１００）

５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（１５）

　苦情やトラブルの未然防止と対処方策
⇒苦情やトラブルを防止するための具体策や対処方法は適切か

　人材育成方針、職員の研修体制
⇒人材育成に対する積極的な取組が講じられているか

　安全管理の取組（危機管理体制）
⇒利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整備されているか

　同種の事業における実績
⇒類似施設又は公の施設を良好に管理又は運営した実績があるか

　申請団体の財務状況
⇒指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有しているか

　事業計画と収支計画との整合性の確保
⇒提案する管理体制、事業計画に対して適切な収支計画か

　管理経費の削減に取り組む内容
⇒経費縮減の取組がサービス低下につながらないバランスの取れた提案になっているか

４　管理を安定して行う能力を有するものであること       　(３０)

　管理運営の実施体制及び組織
⇒適切な人員配置、勤務体制、労務管理となっているか

　施設機能を向上させる方策
⇒施設機能を向上させる提案となっているか

　自主事業計画
⇒施設の設置目的に沿った計画で、効果的なものであるか

　施設の設置目的達成に向けた取組
⇒施設の設置目的に沿った企画で、効果的なものであるか

　施設の維持管理の方法
⇒施設を安定かつ良好に管理運営することが可能か

　広報・利用促進の方策
⇒施設やサービスの利用促進を図るため、適切な広報や利用促進の方策を図っているか

３　管理経費の縮減が図られるものであること　　　　　　　（１０）

　市民ニーズの把握と実現策
⇒市民のニーズ・意見等を管理運営に取り入れる方策は適切か

選定項目及び選定基準

１　利用対象者の平等利用が確保されていること　　　　　　（１０）

　施設の管理運営の基本方針
⇒公の施設の管理運営にふさわしい理念を持ち、透明性の高い運営が期待されるか

　施設の平等利用を確保するための方策
⇒特定の個人・団体等を優遇せず、施設利用者の平等利用が確保される具体的な方策が提案されている

２　施設の効用を最大限に発揮するものであること　　　　　（３５）

　施設の現状認識と将来展望
⇒施設の目的、現状を把握し、適切な将来展望があるか

　審査の結果、委員の評価が、管理者として適正と判断される基準である配点合計の６０点以上となり、公益財
団法人　越谷市施設管理公社を指定管理者候補者とすることが妥当との結論に至りました。
　コミュニティセンターとの合併によるメリットを生かして自主事業を行っている点や将来展望については評価
できます。
　今後は、施設の利用率向上に向けて、マネジメントサイクルの実施により、目標値を設定し、取り組むことを
望みます。

１　越谷市中央市民会館の審査結果

応　募　者　名 委員の総評価点の平均

公益財団法人　越谷市施設管理公社 65



別紙

配点の合計

100

【 審査の詳細 】 （数値は委員評価の平均点）
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　管理運営の実施体制及び組織
⇒適切な人員配置、勤務体制、労務管理となっているか

　申請団体の財務状況
⇒指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有しているか

　人材育成方針、職員の研修体制
⇒人材育成に対する積極的な取組が講じられているか

　市民ニーズの把握と実現策
⇒市民のニーズ・意見等を管理運営に取り入れる方策は適切か

　施設機能を向上させる方策
⇒施設機能を向上させる提案となっているか

４　管理を安定して行う能力を有するものであること       　(３０)

　事業計画と収支計画との整合性の確保
⇒提案する管理体制、事業計画に対して適切な収支計画か

　広報・利用促進の方策
⇒施設やサービスの利用促進を図るため、適切な広報や利用促進の方策を図っているか

委員の総評価点の平均

66

５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（１５）

　施設の利用計画
⇒施設の設置目的に沿った計画で、効果的なものであるか

　自主事業計画
⇒施設の設置目的に沿った企画で、効果的なものであるか

　施設の平等利用を確保するための方策
⇒特定の個人・団体等を優遇せず、施設利用者の平等利用が確保される具体的な方策が提案されている

　施設の現状認識と将来展望
⇒施設の目的、現状を把握し、適切な将来展望があるか

応　募　者　名

３　管理経費の縮減が図られるものであること　　　　　　　（１０）

合　　　　計　　　　　　　　　（１００）

　市内業者の活用、地元雇用の促進等
⇒市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に寄与する提案があるか

　苦情やトラブルの未然防止と対処方策
⇒苦情やトラブルを防止するための具体策や対処方法は適切か

　同種の事業における実績
⇒類似施設又は公の施設を良好に管理又は運営した実績があるか

　安全管理の取組（危機管理体制）
⇒利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整備されているか

２　花田苑の審査結果

　管理経費の削減に取り組む内容
⇒経費縮減の取組がサービス低下につながらないバランスの取れた提案になっているか

　施設の維持管理の方法
⇒施設を安定かつ良好に管理運営することが可能か

　市との連携確保
⇒事業運営にあたり、市との適切な連携体制が整っているか

　個人情報の取扱いについての仕組み、方針
⇒個人情報の取扱いについて、適切な措置が講じられているか

公益財団法人　越谷市施設管理公社

　審査の結果、委員の評価が、管理者として適正と判断される基準である配点合計の６０点以上となり、公益財
団法人　越谷市施設管理公社を指定管理者候補者とすることが妥当との結論に至りました。
　幅広い世代を対象にした自主事業を展開している点が評価できます。
　一方、施設管理上の安全対策については、作成されたマニュアルを行動に移せるよう取り組みを進めることが
重要です。魅力を備えた施設であるので、市内だけでなく市外に向けた情報発信に努め、一層の利用者増加につ
なげていくことを望みます。

１　利用対象者の平等利用が確保されていること　　　　　　（１０）

２　施設の効用を最大限に発揮するものであること　　　　　（３５）

選定項目及び選定基準

　施設の管理運営の基本方針
⇒公の施設の管理運営にふさわしい理念を持ち、透明性の高い運営が期待されるか



別紙

配点の合計

100

【 審査の詳細 】 （数値は委員評価の平均点）
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　個人情報の取扱いについての仕組み、方針
⇒個人情報の取扱いについて、適切な措置が講じられているか

　市との連携確保
⇒事業運営にあたり、市との適切な連携体制が整っているか

　市内業者の活用、地元雇用の促進等
⇒市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に寄与する提案があるか

合　　　　計　　　　　　　　　（１００）

５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（１５）

　苦情やトラブルの未然防止と対処方策
⇒苦情やトラブルを防止するための具体策や対処方法は適切か

　人材育成方針、職員の研修体制
⇒人材育成に対する積極的な取組が講じられているか

　安全管理の取組（危機管理体制）
⇒利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整備されているか

　同種の事業における実績
⇒類似施設又は公の施設を良好に管理又は運営した実績があるか

　申請団体の財務状況
⇒指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有しているか

　事業計画と収支計画との整合性の確保
⇒提案する管理体制、事業計画に対して適切な収支計画か

　管理経費の削減に取り組む内容
⇒経費縮減の取組がサービス低下につながらないバランスの取れた提案になっているか

４　管理を安定して行う能力を有するものであること       　(３０)

　管理運営の実施体制及び組織
⇒適切な人員配置、勤務体制、労務管理となっているか

　施設機能を向上させる方策
⇒施設機能を向上させる提案となっているか

　施設の利用計画
⇒施設の設置目的に沿った計画で、効果的なものであるか

　自主事業計画
⇒施設の設置目的に沿った企画で、効果的なものであるか

　施設の維持管理の方法
⇒施設を安定かつ良好に管理運営することが可能か

　広報・利用促進の方策
⇒施設やサービスの利用促進を図るため、適切な広報や利用促進の方策を図っているか

３　管理経費の縮減が図られるものであること　　　　　　　（１０）

　市民ニーズの把握と実現策
⇒市民のニーズ・意見等を管理運営に取り入れる方策は適切か

選定項目及び選定基準

１　利用対象者の平等利用が確保されていること　　　　　　（１０）

　施設の管理運営の基本方針
⇒公の施設の管理運営にふさわしい理念を持ち、透明性の高い運営が期待されるか

　施設の平等利用を確保するための方策
⇒特定の個人・団体等を優遇せず、施設利用者の平等利用が確保される具体的な方策が提案されている

２　施設の効用を最大限に発揮するものであること　　　　　（３５）

　施設の現状認識と将来展望
⇒施設の目的、現状を把握し、適切な将来展望があるか

　審査の結果、委員の評価が、管理者として適正と判断される基準である配点合計の６０点以上となり、公益財
団法人　越谷市施設管理公社を指定管理者候補者とすることが妥当との結論に至りました。
　姉妹都市オーストラリア・キャンベルタウン市から寄贈を受けた希少品種の飼育や繁殖成功実績、また、自然
観察会などの新規事業に取り組み、利用者増加等の効果が現れている点が評価できます。今後も施設の特徴を生
かし、効用を最大限発揮できるよう管理運営に取り組むことを望みます。

３　キャンベルタウン野鳥の森の審査結果

応　募　者　名 委員の総評価点の平均

公益財団法人　越谷市施設管理公社 65



別紙

配点の合計

100

【 審査の詳細 】 （数値は委員評価の平均点）

配点
公益財団法人
越谷市施設管理公社
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　個人情報の取扱いについての仕組み、方針
⇒個人情報の取扱いについて、適切な措置が講じられているか

　市との連携確保
⇒事業運営にあたり、市との適切な連携体制が整っているか

　市内業者の活用、地元雇用の促進等
⇒市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に寄与する提案があるか

合　　　　計　　　　　　　　　（１００）

５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（１５）

　苦情やトラブルの未然防止と対処方策
⇒苦情やトラブルを防止するための具体策や対処方法は適切か

　人材育成方針、職員の研修体制
⇒人材育成に対する積極的な取組が講じられているか

　安全管理の取組（危機管理体制）
⇒利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整備されているか

　同種の事業における実績
⇒類似施設又は公の施設を良好に管理又は運営した実績があるか

　申請団体の財務状況
⇒指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有しているか

　事業計画と収支計画との整合性の確保
⇒提案する管理体制、事業計画に対して適切な収支計画か

　管理経費の削減に取り組む内容
⇒経費縮減の取組がサービス低下につながらないバランスの取れた提案になっているか

４　管理を安定して行う能力を有するものであること       　(３０)

　管理運営の実施体制及び組織
⇒適切な人員配置、勤務体制、労務管理となっているか

　施設機能を向上させる方策
⇒施設機能を向上させる提案となっているか

　興行の誘致計画
⇒施設の設置目的に沿った計画で、効果的なものであるか

　自主事業計画
⇒施設の設置目的に沿った企画で、効果的なものであるか

　施設の維持管理の方法
⇒施設を安定かつ良好に管理運営することが可能か

　広報・利用促進の方策
⇒施設やサービスの利用促進を図るため、適切な広報や利用促進の方策を図っているか

３　管理経費の縮減が図られるものであること　　　　　　　（１０）

　市民ニーズの把握と実現策
⇒市民のニーズ・意見等を管理運営に取り入れる方策は適切か

選定項目及び選定基準

１　利用対象者の平等利用が確保されていること　　　　　　（１０）

　施設の管理運営の基本方針
⇒公の施設の管理運営にふさわしい理念を持ち、透明性の高い運営が期待されるか

　施設の平等利用を確保するための方策
⇒特定の個人・団体等を優遇せず、施設利用者の平等利用が確保される具体的な方策が提案されている

２　施設の効用を最大限に発揮するものであること　　　　　（３５）

　施設の現状認識と将来展望
⇒施設の目的、現状を把握し、適切な将来展望があるか

　審査の結果、委員の評価が、管理者として適正と判断される基準である配点合計の６０点以上となり、公益財
団法人　越谷市施設管理公社を指定管理者候補者とすることが妥当との結論に至りました。
　当該施設は、弓道愛好者にとって有用な施設となっており、利用者の意見を踏まえた運営が行われています。
利用者がある程度限定されるという側面がありますが、日本の伝統文化（武道）を継承するという意義を踏ま
え、引き続き、利用者の声を生かし、また、自主事業の拡大等により利用者の増加を図り、さらに適切なコスト
で施設の管理運営を行うことを望みます。

４　緑の森公園越谷市弓道場の審査結果

応　募　者　名 委員の総評価点の平均

公益財団法人　越谷市施設管理公社 64


